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状 況 に お け る 行 為 の 反 省 過 程 と し て の 歴 史 授 業 構 成
一高校地歴科世界史Ｂ小単元「ナチス支配体制下の民衆生活」の開発を事例として－
The  Organization of History Lessons as the Process of Reflective
Monitoring of the Behavior in the Situation:
In the Case of the Unit ‘Life in The Third Reich'






っの重要な視座においてきたｏ〔1〕筆者自身 も， 学　　　 活者は，工業化や情報化が高度に進行した現代社
校教育において歴史系教科目が制度的にいかに変　　　 会で は，多様な情報 ソースによ名多元的な価値基
更されても，「課題の現在性」 は歴史授業の第一　　　 準の存在により，多様な生活目標（生活欲求）を
義的な理念であると考えている。しかし，現状で　　　 持った人間として存在している。そして，生活者




いるとは思えない。歴史授業 における 厂課題の現　　　 に葛藤にさいなまれている。他者 の生活行動との
在性」 は結局理念にとどまり，実際には「過去理　　　 ぶつかり合いやせめぎ合いは，こうした不安や葛
解」の歴史授業が再生産されているのではないか。　　　藤をさらに助長する。自覚的であるかそうでない
本稿の目的は，「課題の現在性」 を視座に， まさ　　　 かは別にして， こうした不安や葛藤から逃避しよ
に教科教育学的な方法論に順じて高校世界史教育　　　 うとする者は，なにか特殊な一元的価値基準に自
における単元開発をすることにあるｏ　　　　　　　　　 己の行動を準拠させていくか，個々の行動を状況
筆者 は，「課題 の現在性」 を， ①現在を生き，　　 の中で合理化していくことに安住していくが，そ
未来を形成する主体としての個（自己および他者）　　 のことによって，支配的な体制や制度，あるいは
の認識，②個の生きる現代社会が直面する諸課題　　　 自己の依拠する価値基準に対する反省的で批判的
の解決への志向性とそのための意思決定力， の二　　　 な目 は次第に失われていく。主体的な自己決定に
つの意味において捉えているのだが，本稿ではこ　　　 戸惑い，逃避していく生活者像こそまさに寸生活
の二つの意味にリンクする「生活者 のアンビバレ　　　 者のアンビバレ ンス」を象徴しているのである。
ンス(ambivalence 両面価値性）」（2）という言 説　　　 現代社会の直面する諸問題として指摘される事態－
が説明する，個および社会が直面する現在の問題　　　 例えば， グローバル社会の問題では，エスニシティ
状況を立論の前提とする。 まず， 問題状況とし　　　 や文化の摩擦に根ざす紛争や差別事象の多発，国
ての「生活者のアンビバレス」を規定しておこう。　　　内問題では，官主導 の政治とその裏返しとして政




は， その多 くが生活者のアンビバレンス状況から　　　 個別性と能動性の契機を見失いがちなことである。
生起する問題として理解できよう。　　　　　　　　　 歴史の動態は，政治体制の変動や階級闘争を契機





できるモニタリングの力」（3）が保持すべ き資質 と　　　 え，それを歴史的時間の連続性において構成して
して求められよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　 いく歴史叙述の方法論の固定化である。
「課題の現在性」 の内実を「生活者のア ンビバ　　　　 要するに，「歴史に学んで現在を反省的に振り
レンズ」と捉え，課題に対処するための方法論が　　　 返 る」 と歴史教育の理念を語 っても，現在を生き
「状況における行為の反省過程」 を踏 まえ ること　　　 る生徒たちが，授業を通じて歴史的過去と対峙し
であるとするならば，今日の歴史教育のあり方に　　　 たとき，経験知の共有も生活の中に内在する政治
ついては。単 に 厂網羅主義・暗記主義に陥ってい　　　 的契機も自覚できず， しかも政治体制や経済構造
る」 という紋切り型の批判にとどまらず，授業を　　　 を中心とする決定論的思考 に拘束されていくなら







近代歴史学の基本的なパラダイムが， 厂国家」 を　　　 実を 厂生活者のアンビバレンス」 に求め，歴史教
軸とする「政治史」と「個人」を軸とする「文化　　　 育における目標原理として「状況における行為 の
史・思想史」の年代史的構成にあったことは周知　　　 モニタリング能力の育成」を設定し，方法原理と




第１に，「中心化」「規定化」の方向 に収斂して　　　　　 と学習過程組織化の原理の二側面から明 らか
いく歴史理解のあり方である。ヨーロ ッパ中心の　　　　　 にする。具体的には，
単線的な発展史観 に基づく歴 史理解 や支配的な　　　　 １「生活者 の，状況における行為」を，歴史内

















































































































































































































































































































































































　　　　　　　　 用Ｕ の酳　　　　　　　　　 ｜






























































































教師 の指示・発問 教授･学習活動 資料 生徒の応答・学習内容
導入（学習の視点と学習課題 の確認）
0-1.「ナチ ス」 という言葉か ら受ける イメ
ージを自由 に出し合 って みよ う。
0-2. 厂20世紀における人類史上最大 の犯罪」
と呼ばれる ナチ ズムについて，現代 の
ドイ ツ人 はどのよ うに受 け止 めてい る
のだろうか。





わり方」 を視点 に， 「ナチ ス支配体制
下 の民衆生 活」 というテ ーマで，次 の
２つ の問 いを軸に学習を進めていく。
Ａ．後 に「‾20世紀における人類史上最大 の
犯 罪」 と言われるナチ ズムに対して，
当 時のドイツでは結局一度も全国民的
な規模で の反対 運動は起こらなかった。
なぜ， ドイツ民 衆 はナチ ズムを許容し
え たのだろうか。
Ｂ。当 時のド イツ民 衆とナチ ズムと の関わ
り方 を比 較の材料にして， 私たちの日
常的 な生 活行為と社会や体制との関わ










・全体主義， 戦争， 暴力， ユ ダヤ人迫害 など
・ドイツにおける「過去 の克服を めぐ る論争」（歴史家論
争） を紹介する。
一現代を生きる者 も， ナチ ズムという歴史的過去 に対 す
する責 任を自覚すべきである。
一現代を生きるドイツ人だけ， ナチ ズムのい う「過去 の
の重 荷」 にいつまでも苦 しむ必要 はない。
Ａ．な ぜ，当 時のド イツ民 衆はナチ ズムを
許容 しえ たのだろ うか。
1.世界恐慌以後， ワイマール共 和国 に代わ
って， ナチ スが急速 に体制を確 立し， 政
権を掌握で きたのは， なぜか。
卜1. 世界恐 慌以 後， ワイマ ール共和国が急
速 に崩壊 へと進 んでい ったのはなぜか。
①ワ イマール共和国 は政治 的・ 経済的 に
ど のよ うな性格を もった体制だったのか。
②世界恐慌 は，ド イツ経済 にどのような
影響を与え たのか。
③こうした経済危機 に，共和国政府 ほど
のよう に対処しよう とし たのか。 また，




























・政治的 には，社会主義革命を恐 れる資 本家 と社会民主
主義を選択し た労働者 との妥協 により なった政治体制
であった。 また，経済的 には， アメリカ資本の導入に
支え られた体制であ った。
・アメ リカか らの資金 スト ップ によ り，国 内投 資は減少
し， 失業者が増大し た。
・ 匚非常事態宣言」 による大統領内閣 の成立 により， 議
会制 は破綻した。 ブ リューニングの大統 領内 閣は， 賃
金・価格の引下げや社会保障費 の削減，増税 などのデ
フレ政策を実施したが，効果なく，失業者が累積した。
・世界恐慌の勃発によ る経済危機 は，民衆 の政党 支持を
ナチス（＝資本主義体制擁護派） と共 産党（ ＝社会主
義革命志向派）に二極分解し た。
○第一 次世界大戦の敗戦と ベルサイユ体 制に対 するドイ
ツ国民の屈辱感や1923 年 の超 インフレ による社 会混乱
を， アメリカ資本 の導入や協調外交で しのいで きたが，
世界恐慌以 後 の経済混乱 に伴 う民衆 の急 速化 に共和国
































































































F……゛¨………………¨゛¨¨ …¨゛……‾¨ ‾¨¨ ‾｜　（資料10・ｎの概要) 1933年にヒトラーが政権に就い
た時，ヘッセン州ケルレ村で，馬農家出身の有力者ＡＩ
の息子（ナチ党員）が村の社民党員や共産党員の逮捕｜に乗り出したその時 ，それに反対して息子を思広 場 を 「 ヒ　｜
に は社 民 党 ｜
｜
一一---一 -------一 ---･-





F'“"'“""゛""'｀“"｀ '“゛゛ "“゛ '“゛゜“'゛ "““゛'゜ "'“"“'゛ "゜ "゜゛ '゛““゛“゜゛“'“""""""'｀ '¬｜　( 資 料12の概要) ケルレ村に は，農業経営規模 に応 じ　ｉ
｜　て馬 農家 ・牛農家・山羊農家の ３種類 の農家が存在 し　ｉ
｜　いた．馬 農家は， 貧しい山羊農家に臨時雇い の仕事を ｉ
｜　与 え，一方 で山羊農家と の連携を嫌 う牛農家 の性向を ｉ
｜　利 用することで，村に対する支配力を保持 してい た。　i










































































｜　 「大 金 持 ち で， ア メ リカ に住 ん で い て ， 戦 争 に 火 を つ ｜
｜　け た ユ ダヤ 人 な ら弾 圧 も仕 方 な いが ， 近 く の ま っ と う　｜
｜　ユ ダ ヤ 人 な ら誰 だ っ て 来 て か ま わな い 」 と い う の が 彼 ｜
匚 の 根 拠 で もあ っ た 。 し か し， 嫌 が らせ は なお も続 い た羂
-一争儷---一伽-w-■ ･甲■ --a･獅-一儡弔φ-･-■-■-■･滷-■枦粐岬･--一髻wi--w---■■■吽辱■--φ--仙w■■-■■■-■--･争･----幽 -w・ 自分 や村 に 利益 を もた らす 身 近 な 村 う ち の 耳 ダ ヤ人 は
弾 圧 も仕 方 が な い と し， 「村 の内 と 外 の論 理 」 を 利 用
し て い る。
・一 般 の村 人 が 日 頃 は口 に 出 せ な い 有 力 者 へ の不 満 や ね
































































Ｂ． 当時 のドイ ツ民衆 とナチズムとの関わ
り方を比較 の材料 にして， 私たちの日
常的な生活行 為と社 会や体制との関わ







4. これまで 学習 してきたドイツ民衆とナチ
ズムとの関わり方 を比較の材料にして，
私 たちの日常 的な生 活行為と社会や体制
との関わり方 について考えてみよう。
｢私たちの現在｣ に問題状況 はないだろう
か。 また， 君たちがそれを問題だ と評価
する根拠は何か。
5.問 題状況を克服するための生活行為 の指
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 pp.5-24
6.こうした主張をなす代表的な歴史教育論には以下
のようなものがある。
・原田智仁「異文化理解としての世界史学習論」都
築亨編『地理歴史科教育を考える』杉山書店, 199
3, pp.70-77
7.宮台真司「ウォッチ論潮」朝日新聞1996.9.26付記事
８
．同上
９．同上
10.本稿で開発した高校世界史授業は
，歴史内容構成
の方法論
，およびそれに基づく歴史認識の構造の上
で，筆者が次の別稿で開発した授業（以下ａと記す）
と，相互補完的関係にある。
拙稿「社会史に基づく「世界史
」の内容構成一
厂中世ヨ
ローッパにおける社会構造と民衆意識」の
授業構成一」（全国社会科教育学会編『社会科研究』
第38号, 1990)
ａにおける歴史内容構成は，方法上次の手順に従っ
ている。
①歴史分析の軸となる内容を，日常生活者の行動様
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式およびそれを規定する心性に求める
。
②共時態において
，特定の時代・地域の日常生活者
の経験知に基づく行動様式や心性に
，当該の時代・
地域・共同体の社会構造の特質がどのように影響
しているのかを問うことで
，特定の時代・地域・
共同体の歴史的傾向性を把握する。
③通時態（長期的な時間枠）において
，社会構造の
変動によって
，経験レベルでの日常生活者の行動
様式や心性がどのように変容したのか
，あるいは
どのように連続性を保持したのかを把握する
。
ａにおける内容構成は，生徒ちの，歴史における
多元的な時間
・空間認識や歴史の変容過程のダイナ
ミズムの把握に資するものと考える
。しかし一方で，
こうした内容構成では
，個にとって外在する「‾社会
構造」から，行為や心性への拘束的な作用が強調さ
れるため
，結果として，生徒たちの歴史認識形成の
上で「決定論的思考」を克服できない危険性がある。
本稿で開発した授業の歴史内容構成上の特質と課題
は
，その裏返しの関係として言及できるであって，
両授業が，相互補完的関係にあるというのは，そう
した意味である。
